（様式第４号）
業務実施体制表
企業名称（共同事業体の名称）　　　　　　　　　　

１　本業務の実施体制
	
	予定技術者名
	所属・役職
	分担業務の内容
	当市の下水道事業に係る業務実績の有無

	管理技術者
	

	
	
	

	担当技術者
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	
	

	
	
	

	照査技術者
	
	
	
	


※予定技術者名にはフリガナをふること
※共同企業体の場合、所属には企業名称も記載すること
※当市の下水道事業に係る業務実績とは、事業認可・変更、設計等の建設コンサルタント業務のほか下水道台帳更新業務とする

２　本業務の実施体制（再委託先）
	企業名
	本社所在地
	分担業務の内容
	企業の技術的特徴

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※一部再委託先がある場合には記述すること
※業務の主たる部分を再委託してはならない


３　本業務の配置予定技術者
	職種区分
	管理技術者 ・ 照査技術者 ・ 担当技術者

	所属
	
	役職
	

	氏名（ふりがな）
	
	生年月日
	

	本事業における
担当業務の内容
	

	同種業務実績
	自治体名
	業務名称
	契約額（千円）
	実施年度

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	保有資格（部門）
	

	勤務地
	
	実務年数
	　　　　年


※所属には企業名称も記載すること。
※保有資格が同一の資格であっても部門に分かれている場合は部門ごとに記載すること。
※技術士（上下水道部門　下水道）、空間情報総括監理技術者を保有する場合は記述すること。
※記載した保有資格の資格証（写し）を添付すること。
※「１　本業務の実施体制」に記述した技術者毎に作成すること
[bookmark: _Hlk230004422]※同種業務は過去５年で完了済みの業務として、以下業務の主な実績を３件程度記述すること
・地方公共団体における下水道台帳管理システム（下水道GIS）の導入・データ更新業務
・地方公共団体における公開型GISシステムの導入業務
・地方公共団体における地域未来交付金デジタル実装型TYPEA（旧　デジタル田園都市国家構想交付金等）による業務

